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研究成果の概要 

時間的・空間的に局在した熱である”ナノ熱”を用いて，センサの性能を向上する研究に取り組

んでいる．本年は，ジュール自己加熱を用いたセンサを，低消費電力性を保ちながら回復速度を

向上する技術，ジュール自己加熱によって多機能性を付与するための基盤技術の開発を行った．

また，これまでに開発したナノ熱集積化センサチップを用いた食品揮発ガス分子群および匂い（香

料）の識別に取り組んみ，バナナの揮発分子群の計測し，計測データの解析に基づくバナナの追

熟度（糖酸度比：糖度と酸度の比）の推定に成功した．さらに，単結晶 ZnOナノワイヤアレイ上に有

機・無機超格子構造の作製に成功した．  
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